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住宅都市として有名な近鉄学園前にある商店街。駅を学園前シヨッピングセンター
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人の目を引く。
ご覧のようにシ"ツピソグセンターの中にはべソチなどの施設もあり、買物客に憩の場を提供Lている。

モダンな雰囲気の中でのシ,ツピソグも楽しいものである。
【メモ】代表・住井恒雄氏・構成員数21名
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会頭に小林茂市氏を再選・・・
正副部会長・常設委員会委員決まる
「中小企業・新卒採用のポイソト」
人の使い方
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お問い合はせー・ー
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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奈良会議所ニュース
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経理事務
決算迄12年経験
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女

無線検査係

7億8,635万円
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電機メーカーで
セールス 14年
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般事務

子

耕

トレーサー

手取賃金
(月収)

本

泳水
プロコーチ

^

教諭(中学校)
25年

170,000円

250,W0円

180,000円

100,000円

100,000円

ヱ又
^

5年
5年

人

タイピスト

職業紹介状況(9月)

・・・・ 6

一般事務及び医
療請求事務16年

昭和5拝11月10日(毎月1回10日^)

勤務時間
(休日)

の

般事務

9.00~17.00
(日・祝)

-10

・・・・・12

・1
"1が、キ

武路'

9.00~17.00
(日・祝)

スイ
ーノレ

勤務地規模

一予^

期定

分納

の税

英文タイプ

9,00~17.00
(週休2日)

ソグスク
2年経験

大阪・奈
良市通
大阪、奈
良市通
奈良市
通

奈良市
通

奈良市・
天理市通

110,000円

100,000円

120,000円

150,000円

100,000円事

9.00~17.00
(日・祝)

規

9.00~17.00
(日・祝)

間有効求職者

効求人数

住所

不問

務

トを除く.
ノ、^

5年

9.00~17.00
(日・祝)

人

i

奈良市消費者物価指数 8月(昭和50年=100)

不間

10年

生駒市

配偶老
の有無

効

9.00~17.00
(日・祝)

不問

生駒市

9.00~17.00
(日牛周

老

不問

(奈良公共職業安定所)

第134号掲載分

奈良市
通
駒市
通
尓良市
通

奈良市

9.00~17.00
(日・祝)

人

学歴

1,044
2,471
220
796
3,750
579
236
0.65

不問

7月

奈良市

高卒、簿記珠算各2
級、データ通信

倍

男

不問

天理市

大卒(法律)普通免
許

730
1,759
117
409
1,979
299
126
0.88

125.9

奈良近郊
通

奈良近郊
通

8月

不問

資格

奈良市

大卒、普通免許

女

不問

奈良市

ボイラー1級
原付免許

314
712
103
387

1,フ71
280
Ⅱ0
0.40

124.8

不問

前年比%

1.4

奈良市

不問

8.07
9.2

、△18.
△17.f
△11.
△17.
△15.1
0.1

生駒市

乗客数 9月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

-0.9

5.1

摘要

月別

奈良市

高校中退
英文タイプ免許

卒

120.2

短大卒
幼、小教員免許

4.3

旧中卒

(総理府統計局)

国鉄奈良駅

117.9

121.2

旧中卒

8

乗

月

118.0

121.2

9

奈良交通名所めぐり

客

月

諭
線
教
無、ア

許
ユ
免
チ
通
マ
普
ア

有
有
有
有
有

望希

高無
有
無
無
無

年
一
舗

ライ
当

係
営

00口
祝
~
・
⑳
日

筆
自

、
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【高
担

年
係
W

関器
ス

機
一
気
レ
電
ト

.
(

、
、
、

当
所
に
倒
産
防
止
特
別
相
談
室
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
?
相
談
室
の
事
業
は
、
中
小
企

業
が
倒
産
寸
前
の
事
態
に
直
面
し
た

場
△
口
、
経
営
的
に
見
込
み
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
再
建
の
方
途
を
講
じ

見
込
み
の
な
い
も
の
に
は
円
滑
な
整

理
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
▲
何
れ
に
せ
よ
企

業
の
倒
産
は
、
当
事
老
だ
け
で
は
す

ま
さ
れ
な
い
社
会
的
な
大
問
題
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
努

力
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
万

が
一
、
倒
産
の
事
態
に
直
面
し
た
時

は
、
遠
慮
な
く
当
相
談
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
倒
産
防
止
に

関
し
た
講
習
会
も
開
催
す
る
予
定
で

計
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会
頭
に
小
林
茂
市
氏
を
再
選

副
会
頭
に
は
近
東
、
開
高
、
大
東
氏

第
七
十
一
回
議
員
総
会

レノト

昌
生

一
光

義
郎

龍
兒

龍
一

義
一

賢
治

良
夫

小
野

榎
本

河
合
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木
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細
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第
十
期
の
議
員
百
名
か
確
定
し
て
初
め
て
の
議
員
総
会
は
、
先
月
十
二

日
、
午
後
一
時
よ
り
当
所
A
B
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選

に
お
い
て
会
頭
に
小
林
茂
市
現
会
頭
を
再
選
、
副
会
頭
に
も
現
職
の
近
東

開
高
、
大
東
の
各
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
再
選
し
た
。

ま
た
、
専
務
理
事
に
は
新
し
く
紺
家
稔
氏
(
前
奈
良
市
収
入
役
)
を
選

任
、
そ
の
他
議
員
、
監
事
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、
名
実
と
、
に
第
十
期

の
執
行
体
制
が
整
っ
た
。

総
会
に
は
、
小
林
会
頭
ら
七
十
九

名
の
議
員
が
出
席
し
、
小
林
会
頭
が

増
尾

上
林

議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ
元
。

議
事
は
ま
ず
第
一
号
議
案
の
「
役

乾

員
選
任
及
ぴ
同
吾
つ
い
て
し
か
ら

杉
山

入
り
、
会
頭
は
じ
め
役
員
に
つ
い
て

浅
田

そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
選
任
並
び
に
選

鍛
治

(
敬
称
略
)

松
井

任
同
意
さ
れ
た
。

会
頭
小
林
茂
市
(
再
任
)

寸

副
会
頭
近
東
弘
七
(
ク
)

松
田

ク
開
高
覚
(
ク
)

気
谷寸

ク
大
東
善
治
(
ク
)

専
務
理
事
紺
家
稔
薪
廷

菊
池

向
出

常
議
員

増
田
義
一
・
上
村
次
郎

岡
本
栄
一
・
荒
木
直
三
郎

植
原
一
光
・
住
井
恒
雄

次
に
第
二
号
議
案
「
観
光
調
査
特

別
委
員
会
規
約
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
は
次
の
通
り
改
正
す
る
こ
と
で

可
決
さ
れ
た
。

(
委
員
)

第
三
条
本
委
員
会
は
、
委
員
二
十

五
名
以
内
で
組
織
す
る
。
(
現
行
)

を
委
員
三
十
名
以
内
に
改
正
。

第
三
号
議
案
「
中
小
企
業
共
同
宿

舎
(
み
あ
と
寮
)
の
財
産
処
分
に
つ

い
て
は
、
財
産
処
分
す
る
こ
と
に
決

し
、
そ
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
当

所
及
び
中
小
企
業
共
同
宿
舎
運
営
協

議
会
で
充
分
話
合
い
の
う
え
、
後
に

問
題
を
残
さ
ぬ
よ
う
対
処
す
る
こ
と

で
可
決
し
た
。

次
に
報
告
事
項
の
①
顧
問
、
相
談

役
及
び
参
与
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
委
嘱
す
る
旨
を
報
告
し
た
。

顧
問奥

田
良
三
奈
良
県
知
事

鍵
田
忠
三
郎
奈
良
市
長

西
口
栄
三
奈
良
県
議
会

議
長

岡
田
清
三
郎
奈
良
市
議
会

議
長

富
和
宗
一
近
畿
日
本
鉄
道

制
社
長

安
藤
四
良
元
副
会
頭

参
与滝井

芳
尚
奈
良
県
商
工
労

働
部
長

九
猪
功
奈
良
県
商
工
課

徳
蔵
・
中
谷
安
治

剛
・
杉
本
小
三
郎

安
彦
・
和
田
善
吉

太
郎
・
植
田
喜
三
郎

嘉
一
・
西
田
誠
宏

国
荘
・
箸
尾
達
哉

義
郎
・
豊
沢
儀
雄

茂
雄
・
桝
谷
博
行

作
次
・
尾
田
利
一

善
男
・
小
柴
薫

時
男
・
阪
本
龍
兒

正
雄
・
大
上
信
之

久
武
・
上
原
義
春

博

谷
奥
寿
一

杉
田
公
佑

工
課
長

藤
井
修
奈
良
税
務
署
長

新
井
正
夫
奈
良
労
働
基
準

局
長

鈴
木
一
夫
奈
良
公
共
職
業

安
定
所
長

小
谷
武
芳
前
奈
良
商
工
会

議
所
専
務
理
事

奈
良
市
経
済
部

長

観
光
商

ノ

相
談
役

小
山
恭
二
小
山
鵠
相
談
役

そ
の
他
、
報
告
②
「
税
制
改
正
に

関
す
る
要
望
及
び
③
倒
産
防
止
特
別

相
談
室
事
業
実
施
に
つ
い
て
概
要
報

告
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ

ナ
な
お
、
「
税
制
改
正
に
関
す
る
要

望
」
の
中
の
一
般
消
費
税
導
入
に
つ

い
て
は
、
再
度
、
反
対
の
決
議
を
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

(

正
副
部
会
長
常
設
委
員
会
委
員
決
ま
る

良
蔵
・
吉
田
淳
一

松
岡
太
郎

〔

正
副
会
頭
ら
役
員
、
議
員
に
続
き

各
部
会
の
正
副
部
会
長
並
び
に
幹
事

が
決
ま
0
た
。
ま
た
十
一
月
二
日
開

催
の
常
議
員
会
で
は
常
設
委
員
会
の

委
員
も
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
決
定

靈
称
略
)

し
ナ

副
会
頭
部
会
別
担
当

近
東
弘
七
副
会
頭

工
業
・
繊
維
工
業
・
理
財

開
高
覚
副
会
頭

交
通
運
輸
・
醸
造
・
工
芸
・
建
設

大
東
善
翫
会
頭

観
光
・
商
業
小
売
・
商
業
卸

〔
部
会
〕

▽
商
業
小
売
部
会

部
会
長
岡
本
栄
一

副
部
会
長
荒
木
直
三
郎

植
原
一
光

ノ

上
村
次
郎

ノ

増
田
義
一

ノ

臼
井
明

ガ

浅
川
増
市

ガ

山
本
実

マ
纎
維
工
業
部
会

部
会
長
植
田
喜
三
郎

副
部
会
長
吉
田
淳
一

稲
田
安
功

ノ

野
村
秀
男

i

、

観
光
課

ノ
長

.

▽
饌
光
部
会

部
会
長

副
部
会
長

、
"
゛
'
ー

一

"

、

ボ

/

篤
'

金
融
課

ノ

、

凡

ゑ
゛
、

ノ

〔
常
設
委
員
会
〕

▽
総
務
委
員
会

委
員
長
、
西
田

副
委
員
長
豊
沢箸

尾

ノ

'

才
广

J

」や
見

ノ

西
田

斐
田

谷
井

箸
尾

鍛
治

二

ノ

▽
醸
造
部
会

部
会
長

副
部
会
長

マ
エ
芸
部
会

部
会
長

副
部
会
長

恵
造

敏
次

円

ノ

誠
宏

国
荘博

達
哉

義
郎

委
員

家
入
三
郎
河
合
利
喜
蔵

川
合
弘
小
柴
薫

阪
田
房
次
下
出
久
治
郎

杉
山
嘉
一
辰
己
昌
介

高
橋
善
次
鶴
沢
初
雄

中
塚
満
洲
夫
南
口
重
治

野
村
正
雄
八
田
栄
二
郎

水
谷
悦
郎
山
田
清

和
田
善
吉

▽
経
済
政
策
委
員
会

委
員
長
植
田
喜
三
郎

副
委
員
長
中
嶌
良
次

松
井
茂
雄

ノ

2

一

▽
公
害
交
通
委
員
会

委
員
長
杉
本
小
三
郎

副
委
員
長
徳
村
楢
良

向
出
博

ノ

委
員

荒
木
直
三
郎

(
,

ぎ

▽
商
業
卸
部
会

部
会
長

副
部
会
長

生

1義
雄

嘉
和

勝
彦

誠
宏

儀
雄

達
哉

Jコ
リ

豊
沢

萩
原

(
尾
田
利
一

木
下
尊
弘

清
水
宗
一

杉
本
尚
夫

古
瀬
尭
三

村
瀬
栄
一

山
本
敏
夫

'

マ
エ
業
部
会

部
会
長

副
部
会
長

儀
雄

正
一

マ
建
設
部
会

部
会
長

副
部
会
長

ノ

ノ

下
出
久
治
郎

中
谷
安
治

増
尾
剛」

松
井

ガ
谷

古
瀬

茂
雄

悦
β

尭
三

川
村

気
谷

白
鳥

福
本

荷
阪

安
井

吉
田

ノ

ノ

上
林

乾和
田

桝
谷

木
村

松
田

山
中

▽
理
財
部
会

部
会
長

副
部
会
長

尚
時
男

武
雄

正
俊

清
一正

市
淳
一

3

ノ

▽
中
小
企
業
振
興
委
員
会

委
員
長
上
林
安
彦

副
委
員
長
上
村
次
郎

海
保
勝
雄

ノ

安
彦

太
郎

善
吉

博
行

作
次

善
男

新
平

委
員

浅
田
国
荘
上
原
義
春

臼
井
明
大
上
信
之

川
井
徳
蔵
草
竹
信
一

小
山
良
蔵
砂
田
充

末
広
隆
谷
井
博

中
谷
安
治
萩
原
正
一

松
田
善
雄
三
橋
隆
吉

森
本
義
治
吉
田
寿
一

マ
地
域
産
業
開
発
委
員
会

委
員
長
桝
谷
博
行

副
委
員
長
木
村
作
次

住
井
恒
雄

ノ

岡
田
平

ノ

阪
本

気
谷

野
村

委
員

岡
本
栄
一

小
山
田
裕
昭

上
川
雅
庸

菊
池
久
武

塚
本
清

舟
戸
武
史

松
岡
太
郎

山
本
善
吉

釡
谷
哲
次
郎

沼
田
新
平

増
尾
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山
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一
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新
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時
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菓
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下

ま
た
求
人
難
の
時
代
が
や
っ
て
き

た
。
採
用
し
た
く
と
も
、
学
生
の
応

募
が
ゼ
ロ
と
い
う
企
業
が
、
就
職
難

と
い
わ
れ
て
き
た
、
こ
こ
二
、
三
年

で
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
だ
か

ら
「
就
職
難
は
も
う
終
っ
た
」
と
い

う
今
年
の
採
用
戦
線
で
は
、
大
企
業

で
さ
え
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ん
や
中
堅
・
中
小
企
業
で
は
、

と
い
う
の
が
実
情
だ
0

も
っ
と
も
、
求
人
難
に
な
っ
て
も

ム
リ
な
く
採
用
で
き
そ
う
な
中
小
企

業
が
少
数
だ
が
、
な
い
わ
け
で
は
な

そ
う
し
た
企
業
に
行
っ
て
「
頑

、
0

し張
っ
て
ま
す
ね
」
と
聞
く
と
、
九
い

て
い
、
「
三
、
四
年
前
は
ほ
と
ん
ど

と
れ
な
く
苦
労
し
た
も
の
で
す
よ
」

と
い
わ
れ
る
。
大
卒
が
思
う
よ
う
に

採
用
で
き
な
く
て
苦
労
し
て
い
た
中

小
企
業
が
ム
リ
な
く
採
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
(
過
程
)
を

分
析
す
る
と
、
特
有
の
パ
タ
ー
ソ
が

浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
問
題
は
そ
の

き
っ
か
け
で
あ
る
。
き
っ
か
け
を
た

社
会
工
学
研
究
所
客
員
研
究
員

松
浦
敬

ん
ど
の
会
社
が
、
採
用
P
R
広
告
を

や
め
た
。
そ
れ
だ
け
に
同
社
の
広
告

が
や
け
に
目
に
つ
い
た
も
の
で
あ

る
。
年
問
に
ざ
っ
と
一
億
円
は
つ
か

つ
た
だ
ろ
う
。
「
そ
ん
な
に
広
告
費

が
つ
か
え
る
の
だ
か
ら
い
い
企
業
に

ち
が
い
な
い
」
と
い
う
の
が
、
筆
者

が
受
け
た
籾
の
印
象
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
が
「
外
食
産

業
の
急
成
長
企
業
」
と
も
て
は
や
し

た
の
で
、
同
社
の
知
名
度
も
高
く
、

外
食
産
業
の
代
名
詞
的
な
企
業
に
な

つ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
需
題

に
な
る
←
<
止
業
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な

る
←
募
集
を
す
る
と
応
募
者
か
集
ま

る
←
質
の
高
い
大
卒
が
と
れ
る
←
定

着
し
、
能
力
を
発
揮
す
る
←
事
業
が

拡
大
し
、
子
会
社
な
ど
が
つ
く
ら
れ

る
←
定
年
後
、
天
下
り
で
き
る
、
と

い
っ
た
期
待
か
ら
、
質
の
よ
い
人
材

が
集
ま
る
←
ま
す
ま
す
業
績
が
よ
く

な
る
、
と
い
う
の
が
人
材
蓄
積
の
典

型
的
な
。
ハ
タ
ー
ソ
に
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
何
を
契
機
に
す
る
か
、
で

あ
る
。
筆
者
は
採
用
P
R
広
告
の
量

か
ら
、
同
社
の
人
材
育
成
、
採
用
戦

略
に
注
目
し
た
が
、
き
っ
か
け
は
ど

こ
に
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
新
製

品
で
も
、
技
術
開
発
で
も
よ
い
。
社

長
の
人
と
な
り
や
、
軍
隊
な
ど
の
体

験
で
も
い
い
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
、
採
用
に
は
お
金
が
か

か
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

く
み
に
つ
か
む
と
、
採
用
面
で
は
大

企
業
並
み
の
あ
つ
か
い
に
な
り
、

「
ユ
ニ
ー
ク
な
中
堅
、
中
小
企
業
」

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に

な
るた

と
え
ぱ
、
外
食
企
業
の
「
す
か

い
ら
ー
く
」
な
ど
は
、
そ
の
典
型
的

な
ケ
ー
ス
.
で
あ
る
。
同
社
は
、
四
十

四
五
年
頃
か
ら
、
大
卒
の
定
期
採

用
を
や
っ
て
い
る
が
、
当
初
は
、
応

募
者
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
人
入
る

か
入
ら
な
い
か
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な

会
社
が
今
年
な
ど
二
百
五
十
人
の
採

用
予
定
だ
。
五
十
一
年
か
ら
大
量
採

用
方
針
を
出
し
、
同
年
五
十
人
、
翌

五
十
二
年
百
入
昨
年
百
五
十
人
と

ス
テ
ゼ
フ
を
踏
み
、
今
年
は
つ
い
に

二
百
の
大
台
に
の
っ
た
。
大
企
業
か

採
用
し
て
も
百
五
十
t
二
百
の
時
代

だ
か
ら
、
驚
き
、
の
一
言
に
尽
き

る
0筆

者
が
、
こ
の
会
社
に
注
目
し
た

の
は
、
就
職
情
報
誌
へ
の
出
広
量
で

あ
る
。
オ
イ
ル
シ
,
ツ
ク
以
降
ほ
と

(
に
近
い
の
で
あ
る
か
ら
、
言
う
べ
き

こ
と
、
言
わ
ず
に
い
れ
ぱ
、
た
だ
だ

ら
だ
ら
し
て
い
る
の
は
当
然
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。

も
し
こ
ち
ら
の
出
す
要
求
を
受
け

い
れ
ず
に
、
勝
手
な
こ
と
を
t
る
者

が
い
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
や
め
さ
せ
る

ぐ
ら
い
の
厳
し
さ
を
も
て
ぱ
、
扱
い

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
は
元
ち
ま
ち

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
(
商
工
中
金

本
店
経
営
相
談
所
・
内
田
知
二
)

.
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1
福
利
厚
生
は
ま
ず
「
退
職
金
制
度
」
の
確
立
か
ら
ー

ち
ま
加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区
内

役
で

す

に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
巧
才

入

こ

算

以
上
備
才
迄
の
方
。
但
し
乃
才
迄
継

0
発

で

こ

続
し
て
掛
け
る
こ
と
か
で
き
る
。

す
の

費

ま

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び
事

き
経

0
要

1

す
必

で

業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
法

画
も
企

人
の
役
員
(
使
用
人
兼
務
役
員
を
除

計
入

す
き

、

月
加
れ
ま
で
金

0
く

毎
複

、

力

を
重
は
だ
替
は

金
の

か
た
振
金

、

一
'
1
-
職
と
化

い
座
推

■
■

入
口

一
微
一
の
共
安

で

力
の

、
特
・
金
と

で
関
ま

き
機
円

■
●

一
の
一
な
退
鬮

続
融

・
、
要
業
の

手
金

一
?
必
心
員

.

.

よ
ま

.

.

0

-
 
6
 
、
来
小
業

単
金

す

0

、
一
将
中
従
ま
簡
掛
1
す

.

.
●
■

4
 
5
 
6

1
 
2
 
3

五
百
万
円
か
け
て
一
人
も
採
れ
な
い

と
い
う
企
業
が
珍
し
く
な
い
。
と
い

う
の
も
お
金
の
つ
か
い
方
が
へ
タ
だ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
じ
経
費
を
つ
か

つ
て
も
、
戦
略
的
か
ど
ぅ
か
は
あ
る

か
、
と
に
か
く
、
あ
る
程
度
採
用
P

゛
尋
、R

広
告
に
資
金
を
投
入
し
な
け
れ
ぱ

大
卒
採
用
は
む
ず
か
し
い
。
船
金
を

か
け
る
か
ら
、
育
て
ょ
う
と
い
う
気

持
が
強
ま
っ
て
く
る
。
社
員
を
大
事

に
す
る
風
土
が
つ
く
ら
れ
る
。

%
金
を
つ
か
わ
ず
に
、
い
い
大
卒

を
採
用
し
よ
う
と
い
う
の
は
虫
が
よ

す
ぎ
る
。
本
当
に
、
人
材
が
必
要
な

ら
、
人
材
投
資
だ
と
割
切
っ
て
、
ま

ず
採
用
P
R
に
思
い
切
っ
て
資
金
を

投
入
し
て
み
る
こ
と
だ
。

お
金
を
か
け
ず
に
採
用
す
る
か
ら

ろ
く
な
学
生
し
か
と
れ
な
い
。
だ
か

ら
育
て
ょ
う
と
い
う
気
も
な
い
。
つ

ま
り
は
、
定
着
性
も
悪
く
、
中
小
企

業
n
使
い
捨
て
、
と
受
け
と
ら
れ

る
0定

着
性
は
企
業
の
よ
し
あ
し
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
だ
か
ら
、
定
着
性
が
悪

け
れ
ぱ
、
大
卒
の
採
用
は
不
可
能

だ
。
だ
か
ら
、
ま
ず
採
用
に
力
を
入

れ
、
採
用
し
た
か
ら
に
は
、
何
が
何

ん
で
も
定
着
さ
せ
る
と
い
う
意
欲
、

大
卒
を
人
材
と
し
て
処
遇
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
が
経
営
者
に
ほ
し
い
。

こ
れ
は
何
も
大
卒
に
限
っ
九
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。

W
一
手
卜
三
=
一
ト
ニ
手
ト
ニ
手
ト
ニ
手
卜
一
丑
一
一
島
二
手
ト
=
手
ト
ニ
=
一
ト
=
=
=
,
二
手
ト
=
手
ト
、
、
↑
.
、

、
、
す
、
'
一

一
火
伽
加
必
方
一

年
配
婦
人

計
行博

設
谷

谷
桝

桝

▲

パ
ー
ト
の
扱
い
方

▲刈
、
一
妻
4
二
毛
4
●
毛
4
-
三
=
●
=
モ
4
=
モ
4
二
毛
4
=
モ
4
-
一
=
=
4
●
毛
4
-
毛
4
二
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「
私
の
職
場
は
中
高
年
パ
ー
ト
の
,
い
て
相
手
は
べ
テ
ラ
ソ
、
こ
ち
ら
は

,
お
ぱ
さ
ん
凖
が
多
く
、
な
か
に
新
米
で
あ
っ
た
た
め
で
、
こ
の
ケ
ー

は
私
の
母
親
ぐ
ら
い
の
年
配
者
も
い
ス
と
は
全
く
背
景
が
違
う
。

る
ん
で
す
。
こ
う
し
た
人
達
に
私
か

い
く
ら
年
功
が
も
の
を
言
う
日
本

ら
あ
ま
り
強
い
こ
と
も
言
え
な
い
の
職
場
で
も
、
職
場
が
仕
事
を
す
る

し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
何
も
い
わ
な
場
で
あ
る
以
上
は
、
仕
事
の
能
力
が

い
と
、
や
れ
体
の
調
子
が
悪
い
か
ら
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
し
、
ま
た
管

早
く
帰
ら
し
て
ほ
し
い
と
か
、
家
族
理
者
と
も
な
れ
ぱ
、
職
場
の
統
制
を

が
風
邪
を
ひ
い
た
か
ら
休
ま
せ
て
欲
と
る
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
も
い
る
の

し
い
と
か
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
く
る
だ
か
ら
、
何
も
彼
女
ら
に
遠
慮
せ
ず

と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
困
る
ん
で
に
、
仕
事
は
ど
ぅ
し
て
欲
し
い
、
勤

す
。

務
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

な
に
か
よ
い
管
理
法
は
な
い
も
の
と
要
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

で
し
ょ
う
か
0
」

こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
は
、
管
理
者

と
い
っ
た
質
問
が
あ
る
会
合
で
、
と
も
な
れ
ぱ
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か

ス
ー
パ
ー
の
店
長
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
れ
が
心
理
的

う
若
い
男
か
ら
出
さ
れ
た
ら
、
同
じ
な
抵
抗
が
あ
っ
て
で
き
な
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
苦
労
し
て
い
る
と
い
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
子
1
 
・
コ
ソ

う
人
が
何
人
も
い
た
の
に
は
少
々
驚
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ

か
さ
れ
た
。

る
0

大
体
、
年
長
の
。
ハ
ー
ト
の
女
性
に

こ
う
し
た
子
1
 
.
コ
ソ
プ
レ
ッ

言
う
こ
と
玉
言
え
な
い
と
い
う
の
ク
ス
を
持
つ
も
の
が
多
く
な
っ
た
の

は
、
マ
ザ
ー
・
コ
ソ
プ
レ
;
ス
以
は
、
過
保
護
教
育
の
弊
害
で
あ
ろ
う

゛
)
、

外
の
な
に
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
お
く
と
し
て
、
こ
う
し

力

昔
も
職
場
に
年
配
の
女
性
従
業
員
元
問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
た
だ
一

が
い
て
、
筆
者
な
ど
も
若
い
頃
は
、
つ
、
こ
の
よ
う
な
マ
ザ
ー
・
コ
ソ
プ

こ
う
し
た
女
性
に
や
り
こ
め
ら
れ
た
レ
ー
ス
を
持
つ
者
は
こ
う
し
た
職

こ
と
は
あ
る
が
、
と
れ
は
仕
事
に
つ
場
の
管
理
者
な
ど
に
は
し
な
い
こ
と

役締取表代

ネ式株

と
、

Y

で
あ
る
。

そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
、
中
高
年

女
性
を
パ
ー
ト
な
ど
で
使
わ
な
い
こ

と
ナ大

体
、
。
ハ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
の
女

0
、ノ

性
と
い
う
の
は
、
金
を
得
る
た
め
と

か
、
ま
た
、
家
に
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

て
も
つ
ま
ら
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
働
き
に
出
て
き
て
い
る
者
が
多

く
、
最
初
か
ら
仕
事
を
し
た
く
て
と

い
っ
た
気
持
で
き
て
い
る
者
は
皆
無

展発
国
業
一
企

5

■
■

■
■

■
■

■
■

■
●

.

.
■
■

.

.
●
■
.
.

■
●

●
■

●
■

■
■

■
■

●
■

■
■

●
■
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
●
■

.

.

ナ
、

ー
の
太

4

(

斤戸務
叉

..

標
璋
正

絵
事
,

ま
園
田
田
 
F

護
億
午
,
加
郭

で
案
言
R
蔦
蔦
目
鶚

一
フ
3

丁
、
弱

寺
士
士
2
-
ト

牛

侶
2

.

理
理
町
東
2

口

弁
弁
瓦
』
船

国
の

0
(

区
2へ
阪

東
北
大

タ
市
本
話

び

阪
筋

"
よ

内
大
俳

ダ
田

"
蔦

第134号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和54年11月10日(毎月1回10日発行)

委託会社
下記へお問合せ下さい
第一生命(幹事会社)
朝日生命協栄生命
住友生命太陽生命
大同生命千代田生命
東邦生命日本生命
富国生命三井生命

1 明治生命

総合企画・設計・監理

本牡及び
奈良事務所

京都事務所

六阪事務所

奈 良市大宮町 丁目 6 番 21
TEL 奈良(074) 3 4-14 61eサ

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 22 1-1 6 32 EU

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ピル
(06) 39 1-5071 WTEI

、、.ノ

第134号(第三種郵便物認可)

(

奈良会議所ニュース 昭和54年11月10日(毎月1回10日発行)

紀

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

餐奈良ユニフォーム
奈良市尼ケ辻町70-1

TEL 奈良(0742)鈴-0255(代表)

1冒●冒

奈良商工会議所中小企業相談所顧問
相談日木曜日

1/do,00



一
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
t
1
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
ー
ー

中
小
企
業
に
対
す
る

ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
1
t
、
、
、
、
、
1
 
t
 
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
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、
、
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ー
ー
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、
、
、
、
ー
ー

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

わ
が
国
に
船
け
る
干
ネ
ル
ギ
ー
消

費
構
造
の
特
徴
は
、
欧
米
に
比
べ
産

業
部
門
の
比
重
が
高
く
、
全
体
の
工

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
六
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
工
場

又
は
事
業
所
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
を
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
は
、
企
業
内
に
お
け
る
経
営

コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
と
と
、

に
、
わ
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
応
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
中
小
企

業
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
強
力
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

か
、
中
小
企
業
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

.
、
、策

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

①
技
術
・
設
備
の
開
発
が
遅
れ

は
、て

い
る
、
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方

法
・
技
術
に
つ
い
て
知
識
・
情
繋

乏
し
い
、
③
設
備
の
導
入
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
確
保
を
目
的
と
し
九
燃

料
転
換
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
に
多

額
の
資
金
を
要
す
る
、
④
熱
管
理
技

術
者
な
ど
の
人
材
が
乏
し
い
等
の
問

題
が
あ
り
、
容
易
に
実
施
出
来
な
い

の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
中

小
企
業
老
へ
当
該
施
策
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
方

針
等
を
検
討
す
る
た
め
の
体
制
を
新

た
に
整
備
し
、
中
小
企
業
分
野
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
早
期
実

施
を
は
か
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ル

具
体
的
に
は
、
全
国
省
エ
ネ

ギ
ー
協
議
会
(
中
小
企
業
庁
、
資
源

干
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
中
小
企
業
振
興
事

業
団
、
剛
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ソ
タ
ー

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
日
本

商
工
会
議
所
、
全
国
商
工
会
連
合
会

等
で
構
成
)
及
び
県
省
ニ
ネ
ル
ギ
ー

協
会
(
通
商
産
業
局
、
都
道
府
県
中

小
企
業
総
合
指
導
所
及
び
公
設
試
験

研
究
機
閃
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ソ

タ
ー
支
部
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
県
商

工
会
連
合
会
等
で
構
成
)
か
ら
な
る

「
中
小
企
業
関
係
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
推
進
連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
中

小
企
業
に
対
す
る
省
千
不
ル
ギ
ー
対

策
の
進
め
方
を
検
討
す
る
ほ
か
、
1

中
小
企
業
者
へ
の
省
干
不
ル
ギ
ー
に

関
す
る
各
種
の
情
報
提
供
、
②
中
小

企
業
の
工
場
・
事
業
場
に
対
す
る
省

(

干
不
ル
ギ
ト
診
断
・
指
導
の
集
中
的

実
施
③
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し

た
省
干
不
ル
ギ
ー
意
識
の
啓
発
普
及

に
関
す
る
研
修
会
・
講
習
会
の
積
極

的
開
催
等
を
各
関
係
機
関
に
船
い
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
中
小
企
業
者
に
対
し
用
意

さ
れ
て
い
る
各
種
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
情
報
提
供

各
中
小
企
業
指
導
機
関
及
び
中

小
企
業
関
係
団
体
が
省
エ
ネ
ル

ギ
]
に
関
す
る
施
策
、
技
術
、
事

例
等
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
作

成
し
、
機
関
誌
等
に
掲
載
し
て
中

小
企
業
者
に
提
供
す
る
。

ニ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
・
指
導

財
団
法
人
省
干
不
ル
ギ
]
セ
ソ

一

タ
ー
、
中
小
企
業
総
合
指
導
所
及

ぴ
公
設
試
験
研
究
機
閃
か
互
い
に

協
力
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

管
理
体
制
が
遅
れ
て
い
る
中
小
企

業
の
工
場
・
事
業
場
に
対
し
無
料

で
省
干
ネ
ル
ギ
】
に
関
す
る
診

断
・
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
機
関
の
ほ
か
中
小
企
業
団

体
中
央
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工

会
で
も
診
断
・
指
導
の
申
込
を
受

付
け
ま
す
。

三
、
省
干
不
ル
ギ
ー
研
修
会
講
習
会

中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
各
中

小
企
業
指
導
機
関
及
び
中
小
企
業

関
係
団
体
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
施
策
や
省
ニ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

に
関
す
る
基
礎
的
知
識
等
を
積
極

的
に
課
目
に
取
入
れ
た
研
修
会
.

'

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

四
金
融
上
の
助
成
措
置

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
投
資
に
対

す
る
中
小
企
業
向
け
融
資

臼
中
小
企
業
金
融
公
庫
「
省
工

ネ
ル
ギ
ー
貸
付
」

資
金
使
途
設
備
資
金

貸
付
限
度
直
接
貸
付
1
-

般
貸
付
と
あ
わ

せ
て
二
億
二
千

万
円

代
理
貸
付
1
-

般
貸
付
の
ほ
か

倒
産
防
止

特
別
相
談
室

中
小
企
業
が
倒
産
寸
前
の
事
態
に

直
面
し
た
場
貪
倒
産
に
伴
う
社
会

的
混
乱
を
未
然
に
防
止
す
る
必
要
か

ら
創
設
さ
れ
た
「
倒
産
防
止
特
別
相

談
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

同
相
談
室
は
、
商
工
調
停
士
、
弁

護
士
、
経
理
士
及
び
事
務
局
で
構
成

さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
立
す
。

①
不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
恐
れ

の
あ
る
中
小
企
業
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
て

細
当
該
中
小
企
業
者
の
財
務
内
容

等
の
把
握

同
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処
理

例
再
建
可
能
か
ど
ぅ
か
の
検
討
及

び
再
建
方
策
の
検
討

国
債
権
者
・
銀
行
等
へ
の
協
力
依

頼
困
そ
の
他

②
倒
産
関
係
法
令
(
内
整
理
・
和
議

会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
)
に
関
す

る
相
談
・
指
導

③
そ
の
他
中
小
企
業
の
倒
産
防
止
に

必
要
な
事
項
(
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
・
中
小
企
業
信
用
保
険
法

に
基
つ
く
倒
産
関
連
特
別
措
置
・
中

小
企
業
倒
産
対
策
緊
急
融
資
制
度
等

の
啓
蒙
・
推
進
)

※
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
す
る
恐

れ
の
あ
る
方
は
早
め
に
当
相
談
室
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ
代

三
千
万
円

貸
付
利
率
基
準
利
率
(
八
.

0
%
)

貸
付
期
間
十
年
以
内
据
置

期
問
二
年
以
内

⇔
中
小
企
業
高
度
化
融
資
「
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

り
]
ス
貸
付
」

資
金
使
途
主
と
し
て
設
備
資

金

助
成
割
合
必
要
経
費
の
六
五

%

貸
付
利
率
年
二
・
七
%
以
内

の
う

も
よ

の
し
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吉

新
規
学
卒
者
の

採
用
選
考
に
つ
い
て
、し

4
県
同
和
対
策
就
職
促
進
協
議
会
1

県
同
和
対
策
就
職
促
進
協
議
会
た
ち
」
「
私
の
家
庭
L
「
父
を
語
る
」
等

(
上
田
繁
潔
会
長
)
で
は
、
新
規
学
の
課
題
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

校
卒
業
者
の
採
用
選
考
に
つ
い
て
次
③
戸
籍
に
関
す
る
書
類
は
、
一
切
提

の
事
項
を
遵
守
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
出
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
採
否
の
通
知
は
、
速
や
か
に
本
人

い
る
0

①
差
別
を
温
存
・
助
長
す
る
項
目
を
と
学
校
及
び
公
共
職
業
安
定
所
へ
通

排
除
し
元
「
統
一
応
募
書
類
」
以
外
知
し
て
く
だ
さ
い
。

の
書
類
は
一
切
提
出
さ
せ
な
い
で
く

ま
た
、
不
採
用
者
に
つ
い
て
は
、

通
知
書
に
不
採
用
理
由
を
具
体
的
、

だ
さ
い
。

ま
た
、
採
用
の
決
定
前
、
決
定
後
詳
細
に
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

に
か
か
わ
ら
ず
事
業
所
独
自
の
応
募

な
お
、
本
人
に
対
す
る
不
採
用
通

書
類
ま
た
は
応
募
者
に
提
出
さ
せ
る
知
は
、
学
校
を
通
じ
て
行
っ
て
く
だ

申
告
書
等
の
提
出
は
求
め
な
い
で
く
さ
い
。

⑤
採
用
決
定
時
に
本
人
か
ら
提
出
さ

だ
さ
い
。

②
採
用
選
考
の
過
程
に
お
け
る
面
接
せ
る
書
類
は
、
採
用
に
対
す
る
応
諾

作
文
等
に
つ
い
て
も
「
統
一
応
募
書
書
(
請
書
又
は
承
諾
書
等
)
の
み
と

類
」
に
記
載
さ
れ
九
項
目
以
外
の
こ
し
、
そ
の
他
の
書
類
は
提
出
を
求
め

と
に
つ
い
て
は
調
査
又
は
質
問
等
を
な
い
で
く
だ
さ
い
。

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
「
私
の
お
い

貸
付
期
間
十
二
年
以
内
据

置
期
間
二
年
以
内

五
、
税
制
上
の
措
置

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
投
資
に
対

す
る
特
例

日
国
税

特
別
償
却
(
初
年
度
1
/
4
)

五
十
三
年
度
か
ら
実
施

⇔
地
方
税

国
定
資
産
税
の
軽
減
(
課
税

標
準
を
取
得
時
か
ら
三
年
問

2
/
3
に
軽
減
)
五
十
四
年
度

新
設

よ
こ
1

6

1

(

六
、
補
助
金
(
技
術
改
善
費
補
助
金
)

中
小
企
業
者
が
自
ら
省
エ
ネ
,

ギ
]
対
策
の
た
め
の
新
技
術
、
新

製
品
等
の
研
究
開
発
を
行
う
場
合

に
必
要
と
す
る
経
費
の
ー
/
2
を

国
が
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。な

お
、
補
助
限
度
額
は
、
一
件

あ
た
り
五
十
万
円
か
ら
一
千
二
百

万
円
ま
で
。

申
込
先
都
道
府
県
商
工
担
当
課

ま
た
は
各
通
商
産
業
局
技
術
振
興
課

ヘ
。

昭
和
五
十
四
年

工
業
統
計
調
査

実
施
に
つ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
。
今
年
も

十
一
月
三
十
一
日
現
在
で
工
業
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
通
商
産
業
省
が
統

計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
と
し
て
、

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
明
治

四
十
二
年
に
始
め
ら
れ
、
大
正
九
年

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。調

査
の
結
果
は
、
産
業
の
振
興
.

地
域
開
発
・
下
水
道
整
備
計
画
等
各

種
の
行
政
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
、
ま
た
各
種
製
品
の
生
産
・
販
売

計
画
を
立
て
る
参
考
資
料
と
、
な
り

ま
す
。調査

に
あ
元
っ
て
は
、
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
事
業
所
へ

'

ー
ー
弔
 
J
 
{

ψ
i

、
}

向
か
い
、
調
査
票
の
記
入
を
船
願
い

し
主
す
か
ら
、
該
当
事
項
を
記
入
の

う
え
、
指
定
期
日
ま
で
に
調
査
員
に

船
渡
し
願
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法

に
ょ
っ
て
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
税
金

の
徴
収
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
御
心
配

な
く
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し

す
。な

船
、
こ
の
調
査
は
、
毎
年
、

末
年
始
の
お
忙
が
し
い
時
期
に
行
な

わ
れ
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

大
切
な
統
計
調
査
で
す
の
で
、

争
、
、

力よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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「
人
間
関
係
を
よ
く
す
る
た
め
に
」

十
月
十
六
日
(
火
)
午
後
六
時
か
ら

垣
内
部
長
他
二
十
名
が
参
加
、
久
し

ぶ
り
女
性
講
師
(
下
宮
経
営
研
究
所

所
長
・
下
宮
美
穂
子
氏
を
迎
へ
、
「
世

代
差
を
と
り
あ
げ
て
考
え
よ
う
」

題
し
て
十
月
例
会
を
開
催
。
〔
写
真
)

氏
は
企
業
内
で
現
在
云
わ
れ
て
い

る
世
代
問
の
円
滑
な
人
間
関
係
の
維

持
は
非
常
に
困
難
な
時
代
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
五
つ
に
別
け
て

一
、
仕
事
と
遊
び
に
つ
い
て

Y
ー
ア
ル
バ
イ
ト
は
遊
び
の
た
め
に

や
る
。
男
女
混
合
で
遊
技
的
な

旅
行
が
上
手
。

0
1
遊
び
に
罪
悪
感
を
持
っ
て
い

る
。
若
い
時
に
遊
ん
だ
こ
と
の

な
い
人
は
遊
ぴ
を
知
ら
な
い
。

ニ
、
ド
ラ
イ
t
ウ
ェ
ッ
ト
に
つ
い
て

Y
1
好
き
な
も
の
か
ら
先
に
食
べ
、

笑
い
が
あ
る
。
最
近
は
二
枚
目

で
も
ギ
十
グ
が
な
い
と
ぅ
け
な

0
1
出
来
な
い
0

五
、
中
性
化
t
顕
性
的
に
つ
い
て

Y
1
男
の
化
粧
か
流
行
し
て
い
る
。

他
人
の
欠
点
を
口
に
す
る
等
、

長
髪
が
一
時
さ
わ
か
れ
た
が
今

は
云
わ
な
く
な
っ
た
。
ハ
イ
と

云
う
返
事
が
出
来
な
い
。
将
来

敬
票
消
え
て
、
て
い
ね
い
語

が
残
る
で
あ
ろ
う
。
「
先
輩
こ

れ
を
し
て
く
れ
よ
」
と
云
っ
た

言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。

等
に
つ
い
て
勉
強
会
を
終
っ
た
。

Y
"
ヤ
ソ
グ
.
 
0
"
オ
ー
ル
ド

連
絡

◎
十
一
月
例
会
(
旅
行
今

日
本
楽
器
見
学
と
親
睦
会

と
き
十
一
月
十
五
日
(
木
)
・
十

六
日
(
金
)

と
こ
ろ
浜
松
市

宿
泊
掛
川
市
・
つ
ま
恋
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ソ
セ
ソ
タ
ー

十
六
日
、
ゴ
ル
フ
コ
ソ
ぺ
さ
れ
な

い
方
は
セ
ソ
タ
ー
等
々
0
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冒

般
若
心
経
解
説
会
開
催
中

第
三
回
目
の
標
記
解
説
会
を
開
催

大
和
小
泉
・
金
輸
院
庚
申
堂
住
職
・

井
村
良
襄
師
よ
り
、
第
二
回
目
に
引

き
つ
づ
き
、
般
若
心
経
の
解
説
が
な

さ
れ
た
。
本
解
説
会
は
、
受
講
者
よ

り
大
変
よ
ろ
こ
ぱ
れ
て
お
り
、
参
加

率
も
非
常
に
ょ
い
。
講
師
も
非
常
に

熱
心
に
講
義
を
さ
れ
て
い
る
。

第
四
回
目
十
月
二
十
三
日

第
五
回
目
十
一
月
二
十
七
日

第
六
回
且
十
二
月
十
四
日

第
七
回
目
一
月
二
十
二
日

第
八
回
目
二
月
二
十
六
日

第
九
回
目
三
月
二
十
五
日

に
開
催
予
定
を
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
な
ら
お
気
軽
に
ご
来
聴
下

0
1
明
日
に
残
し
て
食
べ
、
涙
の
中

で
友
佶
を
感
じ
る
。

三
、
ス
ト
レ
ー
ト
t
間
接
表
現
に
つ

い
て

Y
1
ご
馳
走
さ
れ
る
場
△
旦
局
い
も
の

を
平
気
で
注
文
す
る
。

0
1
遠
慮
し
て
安
い
も
の
を
。

四
、
男
女
差
が
な
い
t
有
る
に
つ
い

て
Y
1
男
女
関
係
の
距
離
か
な
く
な
っ

た
。
女
性
の
役
員
が
出
来
て
も

従
が
う
。
女
性
か
ら
食
事
を
お

ご
っ
て
も
ら
っ
て
も
平
気
。

、
0

.
、

会
議
所
会
館
地
階
A
B
会
議
室
に
於

て
、
壺
阪
寺
住
職
・
常
盤
勝
憲
師
を

講
師
に
招
き
「
東
洋
の
智
恵
」
と
題

し
て
弁
舌
、
さ
わ
や
か
に
、
は
ぎ
れ

よ
く
、
中
国
の
偉
大
さ
、
東
洋
人
の

智
恵
等
に
つ
い
て
、
講
話
さ
れ
た
。

参
加
老
一
同
終
始
慈
に
耳
を
か
た

む
け
て
い
た
。

予
定

十
一
月
例
会

十
一
月
十
三
日
正
午
よ
り
、
商
工

会
議
所
四
階
に
お
い
て
開
催
。

講
師
未
定
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,
ー
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テ
ー
マ
未
定

家
族
忘
年
会

毎
年
十
二
月
例
会
に
変
え
て
、
家

族
忘
年
会
を
開
催
し
好
評
を
得
て
い

る
が
本
年
も
例
年
通
り
十
二
月
十
一

日
十
七
時
三
十
分
(
予
定
)
よ
り
開

催
す
る
。
詳
細
は
事
業
委
員
会
で
検

討
中
で
あ
る
。

新
年
賀
会

五
十
五
年
の
新
年
賀
会
は
例
年
の

ビ
と
く
商
工
会
議
所
、
経
済
同
友
会

と
共
催
で
開
催
す
る
予
定
。

さ
い
。

、

J
J
J
、

'

T
社
の
重
役
で
、

労
務
コ
ソ
サ
ル
タ

ソ
ト
で
も
あ
る
K

氏
が
、
あ
る
時

「
受
付
係
は
ど
ぅ

あ
る
べ
き
か
」
と

い
う
座
談
会
に
助

言
者
と
し
て
出
席

'

十
月
例
会
開
催

さ
る
十
月
九
日
正
午
よ
り
、
商
工

(

、

N
、

(

゛
ー
ー

す
る
よ
う
求
め
ら

れ
た
。
座
談
会
出
席
者
の
顔
触
れ

を
見
る
と
、
友
人
の
S
氏
が
社
長

を
し
て
い
る
N
社
が
入
っ
て
い

る
。
そ
れ
も
優
れ
た
受
付
係
の
一

員
と
し
て
だ
。
 
K
氏
は
け
げ
ん
な

顔
つ
き
に
な
っ
九
。
と
い
う
の

は
、
一
年
余
り
前
S
氏
を
訪
ね
た

と
き
の
様
子
を
思
い
出
し
た
か
ら
,

で
あ
る
。

勿
論
、
訪
問
の
日
時
を
S
氏
と

電
話
で
打
ち
合
わ
せ
た
上
の
こ
と

で
あ
る
。
予
定
の
時
刻
に
、
 
N
社

の
受
付
係
に
社
長
へ
の
面
会
を
申

し
出
た
。
す
る
と
、
ま
ず
、
若
い

女
性
の
受
付
係
の
一
人
が
「
ど
ぅ

ぞ
」
と
案
内
に
立
つ
の
で
従
っ
て

行
く
と
、
受
付
係
の
向
い
側
に
あ

る
小
さ
な
応
接
室
の
一
つ
に
入
れ

ら
れ
、
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ

い
」
と
い
う
0
 
待
っ
て
い
る
と

「
K
さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
受
付
係
ま
で
お
越
し
下
さ

い
」
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
呼
ん
で
い

る
の
が
聞
え
た
。
そ
こ
で
再
度
受

付
係
の
前
へ
行
く
と
、
さ
き
ほ
ど

の
と
は
違
う
受
付
係
の
一
人
に
、

名
前
を
確
め
ら
れ
た
上
、
「
ど
ぅ

0経
営
者
の
最
良
の
昧
方

つ

ぞ
」
と
い
う
の
で
後
に
従
っ
て
い

く
と
、
階
段
を
登
っ
て
二
階
の
か

な
り
大
き
い
会
議
室
の
よ
う
な
部

屋
へ
案
内
さ
れ
、
そ
の
一
隅
で
待

て
と
い
う
。
部
屋
を
見
回
し
な
が

ら
待
っ
て
い
る
と
、
ド
フ
の
開
く

音
が
し
た
。
振
り
向
く
と
、
若
い

仕
事
着
の
男
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て

い
九
。
そ
の
男
は
一
瞬
驚
い
た
ら

し
く
「
ア
ッ
0
 
失
礼
し
ま
し
た
」

と
謝
っ
た
後
「
那
客
さ
ん
、
す
み

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
会
議
を
し
た

い
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
へ
船
移
り

願
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
の
で
、

向
い
側
の
や
や
小
さ
い
部
屋
へ
移

つ
た
。
し
ぱ
ら
く
待
っ
て
い
る
と

C

ビ
タ
ミ
ン
E
た
つ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

0

(

0

0

0

コ

げ
ん
な
顔
を
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「
こ
ん
な
受
付
、
が
ど
ぅ
し
て

優
れ
た
受
付
係
な
の
か
。
ま
た
優

れ
た
受
付
、
と
言
わ
れ
た
の
に
は

ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の
か
」
と
思

つ
た
K
氏
は
座
談
会
の
日
ま
で
に

是
非
一
度
N
社
の
受
付
を
見
て
お

き
た
い
と
、
早
速
S
氏
に
面
会
を

申
し
込
ん
だ
。
日
時
は
0
日
の
午

後
二
時
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
っ

九
。
そ
こ
で
当
日
、
運
転
手
に
N

社
の
受
付
係
へ
一
蒔
十
分
の
二
分

位
前
に
N
社
の
受
付
係
へ
着
く
よ

う
に
頼
ん
で
車
に
乗
っ
た
。
う
ま

い
具
合
に
二
時
八
分
位
に
着
い
た

の
で
、
受
付
係
へ
「
K
氏
と
い
う

町
 
2

東
印

ヒ
 
4

ゴ
フ

奈
 
T

8

信
頼
性
に
よ
る
管
理

ド
ア
を
ノ
"
ク
す
る
音
、
か
し
て
、

三
人
目
の
若
い
女
性
が
入
っ
て
来

て
、
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」
と
い
う
の
で
、

し
ぱ
ら
く
廊
下
を
従
っ
て
行
く

と
、
立
派
な
部
屋
へ
案
内
さ
れ

た
。
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ

い
」
と
い
う
の
で
ソ
フ
プ
に
腰
を

お
ろ
し
て
、
部
屋
を
見
回
し
て
い

る
と
、
反
対
側
の
ド
ア
か
ら
S
氏

が
入
っ
て
来
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

挨
拶
の
後
、
用
件
や
ら
懐
旧
談
の

後
、
 
K
氏
は
、
受
付
係
へ
顔
を
出

し
て
か
ら
S
氏
に
会
う
ま
で
の
概

略
を
述
べ
て
「
君
の
と
こ
ろ
も
太

変
だ
ね
」
と
い
う
と
、
 
S
氏
は
け

ん
だ
ね
」
と
尋
ね
た
。
 
S
氏
は
以

前
の
受
付
方
法
と
大
き
く
変
っ
た

経
緯
を
一
通
り
話
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ぱ
ら
く
し
て
、
 
S

氏
に
別
れ
を
告
げ
て
入
口
へ
出
て

く
る
と
初
め
に
迎
え
て
く
れ
た
受

付
係
が
入
口
の
ド
ア
を
開
け
て
外

へ
送
っ
て
出
た
。
丁
度
そ
の
時
、

自
分
の
乗
っ
て
来
九
車
が
ス
ー
と

自
分
の
前
へ
。
受
付
係
が
車
の
ド

ア
を
開
け
て
「
ど
ぅ
ぞ
し
。
K
氏
は

車
の
中
へ
。
受
付
係
は
ド
ア
を
閉

め
て
「
ど
ぅ
ぞ
、
船
気
を
つ
け

て
:
・
」
と
一
舌
い
な
が
ら
頭
を
下
げ

た
。
車
は
静
か
に
発
車
し
た
。

「
餅
は
餅
屋
」
の
た
と
え
の
と

お
り
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
毎
日
そ

れ
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、
そ
の

仕
事
に
つ
い
て
最
、
よ
く
知
っ
て

い
る
。
従
っ
て
そ
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
グ
ル

ー
プ
で
考
え
て
貰
い
、
そ
の
改
善

案
を
採
用
す
る
と
共
に
、
採
用
さ

れ
た
案
に
ょ
っ
て
仕
事
が
遂
行
さ

れ
、
そ
れ
に
上
司
が
係
る
場
合
は
、

た
と
え
社
長
と
い
え
ど
も
そ
の
ル

ー
ル
に
^
う
と
い
う
こ
と
、
と
り

も
な
お
さ
ず
職
制
上
は
上
下
は
あ

る
が
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
人

格
は
平
等
と
考
え
る
信
頼
関
係
に

よ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
姿

を
こ
れ
は
示
し
て
い
る
。
前
者
は

X
理
論
か
ら
出
て
き
元
受
付
方
法

で
あ
り
、
後
者
は
Y
理
論
か
ら
出

て
き
元
受
付
方
法
と
言
え
よ
う
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

(

三

店
店

本
支

も
の
で
す
が
」
と
一
言
う
と
、
受
付

係
の
一
人
か
「
お
待
ち
申
し
て
お

り
ま
し
た
0
 
ど
ぅ
ぞ
こ
ち
ら
へ
」

と
案
内
し
て
く
れ
る
の
で
、
後
に

従
っ
た
。
階
段
を
登
り
、
廊
下
を

通
っ
て
行
く
と
こ
の
前
来
た
こ
と

の
あ
る
部
屋
の
前
に
来
た
。
受
付

係
は
ド
ア
を
叩
く
と
中
か
ら
「
ど

う
ぞ
し
と
い
う
声
、
か
聞
え
た
。
受

付
係
は
ド
ア
を
開
け
「
ど
ぅ
ぞ
」

と
い
う
0
 
そ
こ
で
、
入
る
と
S
氏

が
立
ち
あ
が
っ
て
K
氏
を
迎
え
、

椅
子
を
す
す
め
九
。
時
刻
は
丁
度

二
時
十
分
t
カ
リ
。
 
K
氏
は
思

わ
ず
「
ご
立
派
ノ
.
変
っ
た
ね
」

と
言
い
な
が
ら
「
一
体
ど
ぅ
し
た
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十
一
月
は
予
定
納
税
二
期
分
の
納
期
限

忘
れ
な
い
よ
う
お
早
目
に

ー
:
一
一
一
二
宅

ジ
=
一
一
:
:
ニ
=

十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。
納

付
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
金
額
は
、

既
に
税
務
署
か
ら
納
税
者
に
通
知
し

て
あ
り
ま
す
。
そ
の
金
額
を
十
一
月

一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

予
定
納
税
は
前
年
所
得
を

基
に
計
算

所
得
税
は
、
通
常
、
七
旦
十
一

月
、
翌
年
の
三
月
の
三
回
に
分
け
て

納
税
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
七
月
と

十
一
月
に
納
め
る
分
を
予
定
納
税
第

一
期
分
、
第
二
期
分
と
い
い
、
前
年

の
税
額
の
三
分
の
一
づ
つ
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
三
期

分
は
、
確
定
申
告
に
ょ
っ
て
計
算
し

た
年
税
額
か
ら
、
こ
の
予
定
納
税
額

一
一
一
,
.
二
一
一
一
.
:
.
●
一
一
一
:
.
ニ
=
一
:
.
三
一
一
:
.
二
」
一
:
:
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一
冒
:
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三
宅
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:
、
一
一
一

.
一
=
:
:
三
一
一
、
.
三
一
:
:
.
一
一
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三
:
:
.
三
"
:
:
三
:
:
.
』
一
一
τ
:
.
三
一
:
:
二
一
,
.
"

一
一
一
:
:
▲
一
=

を
差
引
い
た
額
を
納
め
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
、
予
定
納
税
額
の
方
が
多

い
と
き
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

廃
業
・
休
業
等
の
場
合
に
は

減
額
申
請
を

十
月
三
十
一
日
の
状
況
に
ょ
っ
て

今
年
の
所
得
を
見
積
っ
て
計
算
し
た

額
が
、
廃
業
や
休
業
な
ど
の
事
情
で

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
た
税
額
よ
り

少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は

予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
は
、
十
一
月
十
五
日
ま

で
に
「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」

を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
申
請
書
の
用
紙
は

税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

一
=
:
・
・
、
一
一
一

そ
こ
で
、
士
地
や
建
物
を
売
っ
た

場
合
の
譲
渡
所
得
と
、
そ
の
税
金
の

計
算
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し
た
士
地
や

建
物
を
い
つ
か
ら
持
っ
て
い
た
か
に

よ
っ
て
、
長
期
と
短
期
に
分
け
ら
れ

そ
れ
ぞ
れ
次
の
方
法
で
税
額
を
計
算

=
一

=
一
:
:
.
三
一
:
・
.
三
,
;
、
.
二
一
"
:
:
=
T

土
地
・
建
物
を
売
っ
た

と
き
の
税
金

し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
昭
和
四
十

三
年
以
前
に
取
得
し
た
士
地
や
建
物

を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
の
こ
と

を
い
い
、
短
期
譲
渡
所
得
と
は
、
"

和
四
十
四
年
以
降
に
取
得
し
た
士
地

や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
を
い
い

ま
す
。

士
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利

益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
所
得

に
対
し
て
税
金
か
か
か
り
主
す
。

所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

人
の
一
年
間
の
す
べ
て
の
所
得
を
合

計
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
が
、
士
地
や
建
物
を
売

つ
た
と
き
の
讓
渡
所
得
は
、
他
の
所

得
と
分
離
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
0

ル
一
、
:
.
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一
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.
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畷
わ
制
、
め

羨
、
タ
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1

県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

U
奈
良
労
働
基
準
局
1

冒ー
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一
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=
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阜
 
1
'

こ
の
た
び
、
奈
良
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
十

八
日
か
ら
効
力
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。マ改

正
最
低
賃
金
額

一
日
二
、
五
0
三
円
(
賃
金
の
大

部
分
が
時
間
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
一
時
間

三
一
三
巴

※
産
業
、
職
種
に
か
か
わ
り
な
く
奈

良
県
内
の
す
べ
て
の
使
用
者
、
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
但
し
、

産
業
別
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て

い
る
産
業
の
使
用
岩
、
労
働
者
は

該
当
す
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

〔
食
料
品
製
造
業
〕

一
日
二
、
八
六
八
円
(
時
間
給
労

働
者
は
一
時
間
三
五
九
巴

但
し
、
軽
作
業
者
は
一
日
二
、
六

三
三
円
(
時
間
給
労
働
者
は
一

時
間
三
三
0
円
)

※
「
時
間
給
労
働
者
」
と
は
、
賃
金

の
大
部
分
が
時
間
に
ょ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
者
が
こ
れ
に
該
当
し

ま
す
。

※
「
軽
作
業
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ

る
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
も

の
が
該
当
し
ま
す
。

〔(

W
手
作
業
に
ょ
る
皮
む
き
、
選
別

包
装
、
袋
詰
め
、
び
ん
詰
め
、
洗

び
ん
又
は
レ
"
テ
ル
は
り
の
業
務

同
湯
沸
か
し
、
清
掃
、
片
付
け
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
軽
易
な
業
務

〔
出
版
・
印
刷
同
関
連
産
業
〕

一
日
二
、
八
0
-
円
(
賃
金
の
大

部
分
が
時
間
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
一
時
間

三
五
一
円
)

◎
最
低
賃
金
に
は
W
精
・
皆
勤
手
当

通
勤
手
当
・
家
族
手
当
、
同
賞
与

期
末
手
当
な
ど
臨
時
に
支
払
わ
れ

る
賃
金
、
 
W
 
一
ケ
月
を
こ
え
る
時

間
毎
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
国
時

間
外
・
休
日
、
深
夜
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
奈
良

労
働
基
準
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

0
団
地
住
宅
(
一
般
団
地
A
)

建
設
資
金
貸
付
け

0
団
地
住
宅
(
一
般
団
地
邑

購
入
資
金
貸
付
け

0
団
地
住
宅
(
モ
デ
ル
団
地
)

建
設
資
金
貸
付
け

一
般
中
高
層
耐
火
建
築
物
建
設

0

資
金
貸
付
け

0
士
地
担
保
中
高
層
耐
火
建
築
物

建
設
資
金
貸
付
け

③
申
込
み
受
付

計
画
内
容
が
良
好
で
、
原
則
と
し

て
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
群
審
査
の
申
請
が
可
能

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
申
込
み
を
受
理
す
る
も
の
と

す
る
。

◎
そ
の
他
、
本
件
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
住
宅
金
融
公
庫
大
阪

支
所
住
宅
相
談
所
ま
で
。

、

畷
繍
鳳
製

/
(

▽
清
水
産
業
鵠
・
清
水
唯
三
・
学
園

前
登
美
ケ
丘
三
1
 
-
 
1
 
三
・
繊
維

卸
・
⑮
三
二
七
一

▽
日
興
証
券
鵠
奈
良
支
店
・
鹿
取
幸

太
郎
・
西
御
門
町
一
六
・
証
券
業
・

⑳
三
三

マ
朗
鶴
屋
徳
満
学
園
支
店
・
高
橋
善

次
・
学
園
北
-
ー
-
五
ー
ニ
・
和
洋

菓
子
製
小
・
⑮
七
四
五
八

▽
半
田
貿
易
商
会
・
半
田
茂
・
中
登

美
ケ
丘
-
 
1
B
1
七
1
五
 
0
三
.

輸
出
入
業
・
⑰
五
九
王
九

マ
自
助
・
小
西
清
司
・
東
寺
林
町

二
0
・
寿
司
飲
食
・
⑳
五
九
二
五

マ
山
本
幸
子
和
装
総
合
学
院
・
山
本

幸
子
・
油
阪
東
町
四
三
・
着
付
組

紐
教
室
・
⑳
五
八
七
二

マ
牛
長
精
肉
店
・
香
川
竹
夫
・
鵲
町

三
・
精
肉
小
売
・
⑳
二
二
五
七

さ
い
。団

地
住
宅
(
一
般
団
地
住
宅
)

1
建
設
資
金
貸
付
け
の
特
例
受
付
,

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
団
地
住
宅

建
設
資
金
貸
付
け
の
特
例
受
付
を
次

の
と
お
り
実
施
し
て
い
る
。

①
特
例
受
付
期
間

昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
二
日
t

同
十
一
月
三
0
日
ま
で

②
特
例
受
付
を
行
う
貸
付
種
別

ト
ー
ー
ー

7
 
3
 
8

6
 
7
 
-

7
 
2
 
2

)
)
)

3
 
6
 
4

り

3
 
(
(

ぞ
(
 
5
 
7

"
 
3
 
3

<

4
 
4
 
4

フ
フ
フ

づ

0
 
0
 
0

電
電
電

アノ

リ
テ

1
町

目
庄

ン

丁
ノ
印

イ

ノ
イ
ー

の

町
丹
町

条
市
田

ぎ

モ
二
山
谷

ろ

市
郡
市

つ

良
和
駒

奈
六
生

<

店
店
店

寺
山
駒

奉
三

西
郡
生

し薯

つ
ま
ぐ
れ
や
紅
殻
塗
の
武
家
屋
敷

東
京
の
秋
を
先
ど
る
ブ
テ
ー
ク
街

白
毫
寺
藪
よ
り
暮
れ
て
虫
し
ぐ
れ

青
栗
や
社
家
の
築
地
の
曲
り
角

隠
寺
へ
坂
急
に
し
て
水
引
草
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J'●
家具を選ぶときはライフスタイルを選ぶとき

¥ rJ

シ所得税の計算
収入金額一必要経費一特牙峅郷余額

=課税譲渡所得金額
一般の場合
税額の計算
①長期讓渡所得
a.課税長期讓渡所得金額が 2,000万円以
下の場合
讓渡所得金額X税率20%=税額

b.課税長期譲渡所得金額が 2,000万円を
超える場合
次の仏}、山)の金額の合計額
1田 400万円
山)(讓渡所得金額X%十その他の課税
総所得金額) X税率一(1,500万円
十その他の課税総所得金額) X税率

②短期讓渡所得
.a、 bのうちどちらか多い方の税額
a.讓渡所得金額X税率40%=税額

昭和54年11月10日(毎月1回10日発行)
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b.ほかの所得と合計して計算した税金の
うち、譲渡所得に対応する分の10%増
しの税額

特別控除額
●収用対象事業のために士地を売ったとき

・-3,000万円
●日本住宅公団などが行う士地区画整理事業
の九めに士地を売ったとき

ーー-2,000万円
●特定の住宅地造成事業のために士地を売っ
九とき

1,500万円
●住んでいる家やその敷地を売ったとき

・・・・・・・・・・・・ 3,000万円

●農地保有の合理化などのために農地を売っ
九とき
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.上記以外の長期譲渡所得のとき

ノ

,

ゞム,乞北

500万円

イ 1'J^':1
{ H

,゛、゛●"ノリ、

J

100万円


